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令和７年度全国有床診療所協議会中国四国ブロック会
役員会・総会・講演会

　　　日　時：１月25日（日）　役員会：12：00 ～ 12：50
　　　　　　　　　　　　　　　総　会：13：00 ～ 13：20、講演会：13：20 ～ 15：45
　　　場　所：岡山県医師会館　《役員会》402会議室、《総会・講演会》401会議室
　　　参加者：総会および講演会に中国・四国ブロックから50人
　　　　　　　岡山県医師会から
　　　　　　　　 松山正春、木村　丹、岩藤知義、秋山正史、森谷行利、新津賴一、松尾直光、

河合友則、青景遵之の各氏
　　　司　会：平尾　健　中四ブロック会理事（広島県）

《役員会》（中国四国ブロック会役員16人、事務局８人）
【役員からの発言】
　〇継承者がいない。
　〇有床診療所が年々減少している、歯止めがかからない。
　　20年前に120施設だったが、今は50施設、活動しているのは40未満だ。
　〇夜勤看護職員の確保が極めて困難、ハローワークでは反応がない。
　　日医が、ハローワークを活用できるように働きかけることを希望する。
　〇 整形外科医師　手術を行っていた頃は、経営に余裕があったが、手術をしなくなり現在の入

院部門は赤字。
　〇赤字経営にならないように、算定できる項目は取り残しのないようにしたい。
　〇入院部門の赤字は、同じ法人内の介護保険施設からの収益で賄っている。
　〇かかりつけの患者が自ら救急搬送を依頼し、当院を指名したが、他の病院に搬送された。

《総　会》
開会挨拶　　正木康史ブロック会会長
　 　診療報酬について、財務省の要求は厳しい。今回は3.09％のプラス改定だったが、医療機関

の経営改善に繋がるか否かは難しい。

議　事
　⑴　令和６年度事業報告
　　　令和７年度全国有床診療所協議会中国四国ブロック会
　　　令和７年度全国有床診療所協議会総会（秋田大会）
　⑵　令和６年度収支決算報告　　
　　　収入支出ともに1,133,323円
　⑶　今後の交流会開催について　
　　　今までは、交流会（懇親会）会費は徴収していなかったが、来年からは徴収することとする。
　⑷　その他
　　　令和８年度全国有床診療所協議会中国四国ブロック会の開催日と会場について
　　　令和９年１月24日（日）、岡山県医師会館で開催を予定する。

中国四国ブロック
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患者様に『向き合う』ということ
 岡山ろうさい病院　整形外科部長　金丸　明博

　岡山ろうさい病院整形外科の金丸明博と申します。この度は素晴らし
い企画への執筆の機会をいただき、誠にありがとうございます。
　私には忘れられない症例があります。20代女性の下肢血管損傷症例で
す。自分がまだ専門医試験を終えたばかりの頃でした。筋損傷というこ
とで受けたその症例は、画像検査の結果膝窩動脈損傷が判明しました。
血管外科に相談しバイパス術が行われましたが、残念ながら徐々に下肢
の壊死が進行し切断を余儀なくされました。切断術の必要性を本人に伝
えたとき、私が想像していたよりも気丈に「分かりました。仕方がないですよね。」と答えまし
た。
　その後、彼女は義足での生活にも慣れ、ずっと私の外来に通ってくれました。約７年間外来で
診させていただきましたが、今でも私の中には「あの時自分がより良い判断をしていれば」とい
う思いがあります。
　この症例を通して、自分はこの先ただ患者の外傷を治療していくわけではなく、その方のその
後の人生にも関わっていく可能性があるのだと実感しました。
　『なにごとも準備が８割』。これは私が研修医時代に指導医の先生から言われた言葉です。また
同様のことを整形外科医になってからも上司から言われました。手技や手術を行う際には、準備
が最も重要であり、準備がしっかりとできていれば実際の手技も大きなトラブルなく終えること
が出来る、という意味です。しかし、私が専門としている外傷の分野においては、手技や手術の
みではなく、日常診療において常に意識していなければいけないことだと思います。外傷は突然
起こります。そしてその患者さんが目の前に来た時の自分自身の判断や、自分の行う手術によっ
て、その方のその先の人生も変わる、そういう分野です。
　医師17年目になり、若い先生方に指導させていただく機会も増えました。「先生のプランは？」
若い先生が症例相談に来た時には、私は必ずこの質問をします。ただ治療方針を教えてもらうだ
けでは何も身に付きません。自分のプランを持ち、そのうえでそのプランが正しかったのか、ど
こを修正すべきだったのかを学んでいただきたいと思います。また、自分自身のプランを持つた
めに、知識と経験に貪欲になってもらいたい。
　「自分は納得がいくまで十分治療方針を考えたか。中途半端な状態で治療に臨み、もし上手く
いかなかった時、自分が後悔しないか、その治療の責任をとれるのか。」患者様に真摯に向き合
いつつ、この思いを忘れないでいただきたい。
　もちろん研修医の先生方も、忙しい日々のなかで業務に追われてくることも多いと思います。
手を抜くことは簡単です。しかし、終わった治療は元には戻せません。後悔のしないよう、その
時の自分自身にできる最大限の治療計画をもって患者様に向き合ってください。
　「先生のプランは？」＝「先生はこの患者の治療に責任をもって向き合えますか？」
　これが私からのメッセージです。

研修医・指導医リレーエッセー㉒
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